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確認テストを 解いてみよう
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回
は
生
産
性
分
析
に
つ
い
て
見

て
い
き
ま
す
。
生
産
性
と
は
、

　

労
働
生
産
性
の
低
い
会
社
は
一
般
的

に
労
働
環
境
が
悪
く
離
職
率
も
高
い
傾

向
で
す
。
従
業
員
が
定
着
し
な
い
と
作

業
効
率
が
高
ま
ら
ず
に
人
件
費
が
増
大

し
て
、
さ
ら
に
労
働
生
産
性
が
悪
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。

労
働
分
配
率
っ
て
何
？ 

こ
の
指
標
か
ら 

何
が
分
か
る
の
？ 

　

労
働
分
配
率
と
は
、
企
業
が
生
み
出

し
た
付
加
価
値
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
人

件
費
に
配
分
さ
れ
た
か
を
示
す
指
標

で
、
次
の
算
式
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

労
働
分
配
率
＝
人
件
費
÷
付
加
価
値
額

×
１
０
０

　

人
件
費
に
は
給
与
の
ほ
か
法
定
福
利

費
や
厚
生
費
な
ど
従
業
員
が
働
く
う
え

で
欠
か
せ
な
い
費
用
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

労
働
分
配
率
の
値
は
通
常
40
〜
60
％

程
度
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
低
す
ぎ
て
も
高
す
ぎ
て
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。
仮
に
労
働
分
配
率
が
低
す

ぎ
る
と
、
従
業
員
の
意
欲
低
下
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
く
、
結
果
と
し
て
生

産
性
の
低
下
を
も
た
ら
し
ま
す
。
一
方

で
労
働
分
配
率
が
高
す
ぎ
る
と
、
付
加

価
値
を
上
げ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
人
件
費
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
相
対
的
に
生
産
性
が
低
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、

労
働
分
配
率
が
分
か
れ
ば
企
業
の
生
産

性
を
把
握
で
き
る
の
で
す
。

給
与
水
準
を
判
断
す
る
目
安
に

　

経
営
者
に
と
っ
て
、
自
社
の
給
与
水

準
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
は
難
し
い

経
営
課
題
の
１
つ
で
す
。
労
働
分
配
率

は
、
自
社
の
給
与
水
準
が
適
切
か
ど
う

か
を
測
る
目
安
の
１
つ
と
い
え
ま
す
。

　

労
働
分
配
率
が
高
い
と
従
業
員
の
勤

労
意
欲
を
高
め
、
離
職
率
を
低
く
抑
え

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
人
件
費

は
固
定
費
で
あ
る
た
め
不
景
気
の
と
き

に
柔
軟
に
対
応
し
づ
ら
い
と
い
っ
た
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
か
と
い
っ
て
労

働
分
配
率
を
低
く
抑
え
た
場
合
に
は
、

従
業
員
の
離
職
リ
ス
ク
や
労
働
問
題
等

を
気
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
付
加
価
値
を
増
加
さ
せ
、
比
較
的
高

水
準
の
給
与
を
支
払
い
つ
つ
労
働
分
配

率
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
重
要
と
い
え

ま
す
。

労
働
生
産
性
等
の 

計
算
で
出
て
く
る 

付
加
価
値
額
っ
て
何
？

　

付
加
価
値
額
と
は
、
企
業
が
生
産
活

動
に
よ
っ
て
新
し
く
生
み
出
し
た
価
値

の
額
の
こ
と
で
す
。
こ
の
付
加
価
値
は

従
業
員
や
資
産
、
債
権
者
、
国
・
地
方

公
共
団
体
な
ど
へ
分
配
さ
れ
る
も
の
と

企
業
内
に
残
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

付
加
価
値
額
を
求
め
る
算
式
は
２
通

り
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
付
加
価
値
額

を
足
し
て
い
く
方
法
で
す
。

付
加
価
値
額
＝
経
常
利
益
＋
人
件
費
＋

減
価
償
却
費
＋
賃
借
料
＋
金
融
費
用
＋

租
税
公
課

　

人
件
費
は
従
業
員
に
対
す
る
分
配
、

減
価
償
却
費
と
賃
借
料
は
資
産
に
対
す

る
分
配
で
す
。
金
融
費
用
（
支
払
利

息
・
割
引
料－

受
取
利
息
・
配
当
金
）

は
債
権
者
へ
の
分
配
、
租
税
公
課
は
国

や
地
方
公
共
団
体
へ
の
分
配
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
配
の

結
果
、
企
業
に
残
る
付
加
価
値
を
経
常

利
益
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

購
入
費
等
を
控
除
し
て
算
出

　

２
つ
目
は
、
売
上
高
か
ら
材
料
仕
入

や
外
部
購
入
費
な
ど
を
差
し
引
く
こ
と

に
よ
り
求
め
る
方
法
で
す
。

付
加
価
値
額
＝
売
上
高－

仕
入
高－

外

注
費－

修
繕
費－

そ
の
他
外
部
業
者
へ

支
払
っ
た
諸
経
費

　

製
造
業
を
例
に
と
る
と
、
外
部
か
ら

購
入
し
た
原
材
料
等
に
経
営
資
源
を
使

っ
て
生
み
出
し
た
価
値
を
加
え
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
売
上
高
は
外
部
購
入
費

と
付
加
価
値
で
構
成
さ
れ
、
付
加
価
値

は
売
上
高
か
ら
外
部
購
入
費
を
控
除
す

れ
ば
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

企
業
の
経
営
資
源
か
ら
ど
れ
だ
け
の
付

加
価
値
を
生
み
出
し
た
か
を
測
る
指
標

で
す
。
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
、
い
か

に
効
率
良
く
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て

い
る
か
分
析
し
、
過
去
の
値
や
業
界
平

均
値
等
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
効
率
性
を
把
握
で
き
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
労
働
生
産
性
と
労
働
分
配
率

を
算
出
し
て
把
握
し
ま
す
。

労
働
生
産
性
っ
て
何
？ 

こ
の
指
標
か
ら 

何
が
分
か
る
の
？

　

労
働
生
産
性
と
は
、
ヒ
ト
に
関
す
る

生
産
性
を
示
す
指
標
で
、
従
業
員
１
人

が
１
年
間
で
生
み
出
し
た
付
加
価
値
を

表
し
ま
す
。
労
働
生
産
性
は
次
の
算
式

で
求
め
ら
れ
ま
す
。

労
働
生
産
性
＝
付
加
価
値
額
÷
従
業
員

数
　

労
働
生
産
性
は
一
般
的
に
、
製
造
業

は
機
械
導
入
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
高
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
労
働
集
約
型

産
業
の
特
徴
を
持
つ
た
め
低
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

今

生産性分析

八木正宣●やぎ・まさのぶ
税理士事務所ＳＢＬ所長・税理士。
会計事務所等での勤務を経て平成
16年税理士事務所ＳＢＬを開設。
企業支援と相続関連業務に強み。
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付加価値額について述べた次の①～④
のうち、誤っているものを選んでくだ
さい。

付加価値額とは企業が生産活動により生
み出した価値の額である

企業が生み出す価値には従業員や資産、
債権者、国・地方公共団体などへ分配さ
れるものと、企業に残るものがある

付加価値額は経常利益と人件費を合計し
たもので、減価償却費等は含まれない

製造業の付加価値は、売上高から外部購
入費を控除することで算出できる

１

２

３

４

労働分配率について述べた次の①～④
のうち、正しいものを選んでくださ
い。

労働分配率とは付加価値のうち、どれだ
け法定福利費に配分されたかを示す指標
である

労働分配率は自社の給与水準が適切かを
測る目安の１つになる

労働分配率が高ければ、不景気にも柔軟
に対応しやすくなる

労働分配率が低ければ、従業員の離職リ
スクも低いといえる

１

２

３

４

●付加価値額等の計算例
【主な財務データ】�（百万円）
　売上高� 5,000
　材料費� 1,200
　人件費� 600
　賃借料� 80
　減価償却費� 100
　租税公課� 5
　受取利息� 1
　支払利息� 16
　経常利益� 200
【従業員数】
　50人

①付加価値額
＝経常利益＋人件費＋減価償却費
＋賃借料＋金融費用＋租税公課
＝200＋600＋100＋80＋15＋5
＝1,000
②労働生産性
＝付加価値額÷従業員数
＝1,000÷50人 =20
③労働分配率
＝人件費÷付加価値額×100
＝600÷1,000×100＝60%

解答 問題１-②　問題２-③


